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論文内容の要旨

本論文は，ケイ酸カルシウム水和物の合成とその成形体に関して行った研究をまとめたもので，緒論

及び本論 4 章から構成されている

緒論では，本研究の背景ならびに目的と意義を述べ本研究の占める位置を明らかにしている。

第 1 章では，トベルモライトの合成で Si .1+がAl3+と一部置換した Al ートベルモライトについて結晶

学的な解析を行い構造的な違いを明らかにしている。

第 2 章では，撹梓による動的水熱反応により，各種ケイ酸カルシウム水和物を合成し，その特性の検

討を行っている。

まず，トベルモライトの生成と単結晶の集合体である二次粒子の構造と特徴及び試料加熱型電子顕微

鏡で加熱下の挙動とその特徴を明らかにしている。

次に，従来製造が困難であったゾノトライトについて多量の水の存在下で、動的な反応を行うことによっ

て短時間での合成を可能とするとともに，反応過程の制御によりゾノトライトの二次粒子の表面に栗イ

ガ状の突起を有するマリ藻状の粒子を形成させることに成功している。

このような二次粒子は，無数の結晶が集合してほぼ球状となり，粒子内部は粗で空隙率が高い球状の

粒子となっていることが特徴である。さらにこの二次粒子は三次元的に絡合しやすいため成形体が容易

に得られることを明らかにしている。

第 3 章では，前記の二次粒子よりなる水性スラリーから成形体をつくる方法を研究している。従来は，

ケイ酸カルシウムの成形体をつくる場合，予備反応でケイ酸カルシウムゲ、ルをっくり，これを成形して

オートクレーフー中でフk熱反応して硬化させ強度を発現させなければ成形体にならないとされていたっ
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本研究ではケイ酸カルシウム結晶のマリ藻状二次粒子をスラリーとして先にっくり，そのスラリーを

圧縮成形することにより，粒子内部の水の作用で、粒子相互が接触絡合して強度を有する成形体が直ちに

つくられることを明らかにしている。

この新しい方法で、つくられた成形体は粒子相互がハニカム構造となっているのが特徴であり，粒子の

空隙の増大と粒子表面の栗イガ状特徴を強調すれば密度が0.1 g /crrfという軽量な成形製品をっくり得

ることを示している。

この他1000
0

Cに加熱してもトポタクティックな反応により β ーワラストナイトの成形体をつくる方法

や補強繊維材料の効果など工業的な応用面についても検討を加えており，成形体は断熱材として優れた

性能を有することを明らかにしている。

第 4 章では，本論文の総括として本研究で得られた成果のまとめを行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，ケイ酸カルシウム水和物の合成とその成形体に関して行った研究をまとめたもので，主な

成果を要約すると次の通りである。

まず， 1) ケイ酸カルシウム水和物を合成するうえで，合成困難であったゾノトライト CCa
6
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6 
0
17 

(OH)2 J を多量の水中で撹持する動的水熱反応を行って反応時間を短縮し，マリ藻状の二次粒子をつく

ることに成功している。 2) この二次粒子は成形性が有り，乾燥による収縮変化を起こさず強度を発現

するという新しい機能を見出している。 3 )二次粒子をつくることにより成形後は乾燥するのみで成形

体をっくり得る新しい断熱材の製造技術を確立している。 4) さらにトポタクティック反応によって β­

ワラストナイトの二次粒子を見出し，耐熱d性の高い軽量成形体をつくる具体的な方法を明らかにしてい

る。

以上のごとく，本論文ではケイ酸カルシウム断熱材を製造する上での問題点を克服した実用化に導く

とともに，合成された二次粒子の微細構造を明らかにすることによって成形体の強度の発現機構の解明

など多くの知見を得たもので，無機材料科学及びその利用技術の分野に貢献するところが大きい。よっ

て，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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